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はじめに 

PROFInet は、産業用 Ethernet を使用

した、産業オートメーション用の革新的

なオープン・スタンダードです。 
PROFInet を採用することで、FA（ファ

クトリ・オートメーション）やモーショ

ンコントロールのソリューションが容

易に実現されます。 

PROFInet の開発はさらに進んでいます

ので、ユーザーは長期的な視野をもって

オートメーション・プロジェクトを計画

できます。 

新製品の改革サイクルがどんどん短く

なり、オートメーションの分野は常に変

化しています。たとえば近年の、フィー

ルドバス技術の普及は、大きな変革とい

えます。その結果、中央制御型から分散

型のオートメーション・システムへの移行

がすすみました。国際プロフィバス協会

は、この分野における世界のマーケット

リーダーとして、この 15 年間にさまざ

まなスタンダードを確立してきました。 

プラントおよび機械エンジニアは、

PROFInet を使うことで、実装、エンジ

ニアリング、およびコミッショニング

（現地調整）のコストが最小限に抑えら

れます。またプラントの操業者・所有者

は、PROFInet を採用することで、プラ

ントの拡張がシンプルになるほか、自律

的な小さなセクションの運転により、有

効に全体プラントを運転できます。 

PROFInet のコンセプトでは、IT の利用

と同時に、既存の設備投資の活用が重要

な役割をもっています。PROFInet では

PROFIBUS など現行のフィールドバ

ス・システムを統合する際に、既存機器

を変更する必要がありません。そのため

プラントの操業者・所有者、マシンメー

カ・プラントメーカ、および装置メーカ

などが行った設備投資はそのまま活用

できます。 

最近のオートメーション分野では、IT
（情報技術）、とりわけ TCP/IP や XML
などの一般的なスタンダードがますま

す重要になっています。IT を最近のオー

トメーションに取り入れることで、オー

トメーション・システム間の通信をはじ

め、コンフィグレーションや診断、さら

にはリモートサービス機能において選

択 の 幅 が 大 い に 広 が り ま し た 。

PROFInet には初めからこうした機能が

盛り込まれています。 

さらに国際プロフィバス協会が確立し

た認証試験によって、PROFInet 製品に

は高い品質基準が保証されます。 

本書は、実証済みの PROFIBUS 技術と

普及している IT 標準が PROFInet にお

いて集大成されるかを詳しく説明しま

す。 

PROFInet は、オートメーションのあら

ゆる需要を満たします。そして 
PROFIBUS や産業用 Ethernet の分野で

長年にわたって蓄積された多年のノウ

ハウを取り込んでいます。オープン・ス

タンダードの採用、シンプルな取り扱い、

および現行装置の統合などが、当初から

の PROFInet の特長です。PROFInet は
現在、IEC 61158 に追加されています。 
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図 1：PROFInet IO のアーキテクチャは PROFIBUS DP に似ている 

1. PROFInetの概要 

PROFInet は、国際プロフィバス協会

（PROFIBUS International）が作成した

画期的なオートメーション・スタンダー

ドであり、産業用 Ethernet を元に一体

的・統一的なオートメーション用ソ

リューションを実現するためのもので

す。シンプルな分散フィールド・デバイ

スと Ethernet 通信におけるタイムクリ

ティカルなアプリケーションが統合で

きるほか、コンポーネントベースの分散

型オートメーション・システムどうしを

統合させることもできます。 

1.3 通信 PROFInet のコンポーネント・モデルは、

PCD（PROFInet Component  
Description）によって記述されます。こ

れは XML をベースとしており、メーカ

が提供するコンフィグレーション・ツー

ルの「コンポーネント・ジェネレータ」ま

たは「PROFInet コンポーネント・エディ

タ」のいずれかを使って作成できます。 

1.1 分散フィールド・デバイス

（PROFInet IO） PROFInet はデータ通信する時、複数の

パフォーマンス・レベルを使用します。 
分散フィールド・デバイスは PROFInet 
IO を用いて統合されます。この場合 
PROFIBUS DP における通常の IO 方式

と同じ方式を採用しているため、フィー

ルド・デバイスの IO データは PLC のプ

ロセスイメージに周期的に転送されま

す。 

• 

• 

PROFInet は、パラメータ、コンフィ

グレーション・データ、接続情報と

いったタイムクリティカルでない

データを、TCP/UDP と IP を用いて

標準チャネルで転送します。これは、

オートメーション・レベルと他の階

層（MES や ERP）とを接続すると

きにも使用されます。 

分散型オートメーション・プラントのエ

ンジニアリングでは、各技術モジュール

（メーカ提供のコンフィグレーション・

ツール）内部の制御ロジックのプログラ

ミングと、プラント全体のコンフィグ

レーションとを分けて考えます。後者は、

技術モジュール間のデータ通信を指定

するものです。 

PROFInet IO は、PROFIBUS DP と同じ

く装置モデルを採用し、スロットとチャ

ネルで構成されます。フィールド・デバ

イスの特性は、XML をベースとする

GSD（General Station Description）に

よって記述されます。 

タイムクリティカルなプロセスデー

タを製造プラント内で通信する際

には、SRT（Soft Real Time）とい

うリアルタイム・チャネルを使用し

ます。SRT は使用される機器上にソ

フトウェアとしてインストールさ

れます。 

PROFIBUS DP を使ったことのあるシ

ステム・インテグレータであれば、 
PROFInet IO のエンジニアリングはよ

くわかるはずです。分散フィールド・デ

バイスはコンフィグレーションの際に

コントローラに割り付けられます。 

1.2 分散型オートメーション・シス

テム（コンポーネント・モデル）  
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図 2：機械系、電気電子系、およびソフトウェアを統合し、技術モジュールと

して表現する 

PROFInet のコンポーネント・モデルは、

分散型オートメーション・プラントにて、

非常に有用です。このモデルは、プログ

ラム設定をするようなインテリジェン

ト・フィールドおよびオートメーション・

デバイスには理想的なモデルといえま

す。 

コンポーネント・モデルは、マシンまた

はプラントの自律モジュール*を技術モ

ジュールとしてとらえます。技術モ

ジュールの組合せにより開発された分

散型オートメーション・システムは、プ

ラントやマシンのモジュール型設計を

単純化させ、部品の再利用を促進します。

その結果、エンジニアリング・コストが

大きく減少します。 

PROFInet Technology and Application, November 2003 1 
* 訳注) 自律モジュールとは、製造内の 1 工程と考えていただきたい 



• 

• 

• 1.6 フィールドバスのインテグ

レーション 
完結したフィールドバス・アプリ

ケーションの統合：フィールドバス・

セグメントとは、独立したコンポーネ

ントのことです。たとえば、このコ

ンポーネントの典型が、PROFIBUS 
DPなどのフィールドバスを下位レベ

ルで使用している PROFInet デバイ

スとなります。したがって下位レベ

ルのフィールドバスの全機能は、コ

ンポーネントの形でプロキシに格

納されます。このコンポーネントが

Ethernet上から利用可能となります。 

同期アプリケーションに対しては

IRT（Isochronous Real Time）通信

が利用できます。その場合、1 ms
のクロックレートで 1μs のジッタ

精度が実現します。 

PROFInet における重要な点は、 
PROFIBUS DP など現行のフィールド

バス・ソリューションから Ethernet ベー

スのPROFInetにシームレスに移行でき

る点です。装置・プラント・マシンのメー

カおよびエンドユーザの側からいえば、

このことは既存の設備投資をそのまま

有効利用する点で重要です。 
 

1.4 ネットワークの設置 

PROFInet のネットワーク設置基準は、

産業環境の Ethernet ネットワークに対

する具体的な要求事項に基づき決めら

れています。そのため装置メーカには、

必要な装置インタフェースおよびケー

ブリングについて明確な仕様が与えら

れます。「PROFInet Installation  
Guideline」はプラントメーカ・操業者

に対し、Ethernet ネットワークの導入に

関するシンプルな規則を提示します。 

PROFInet では、フィールドバス・シス

テムの統合方法が 2 つあります。 
 

いわゆるプロキシを用いたフィール

ドバス・デバイスの統合：この場合、

プロキシは、Ethernet 上の下位レベ

ルであるフィールド・デバイスに相

当します。プロキシの概念を使用す

ることで、PROFInet は既設装置か

ら新設装置に全く問題なく移行で

きる方法を提供できます。 
 

1.5 IT のインテグレーション 

ネットワーク管理は、Ethernet ネット

ワークのPROFInet装置に対するすべて

の管理機能を扱います。これには、装置

とネットワークのコンフィグレーション、

およびネットワーク診断が含まれます。 
 

プロキシ 

 
 

図 3：PROFIBUS システムは、プロキシを用いることで PROFInet に統合できる 

Web 技術との統合が求められる時、

PROFInetではEthernetベースの技術を

採用しているため、標準的な技術によっ

てインターネットから PROFInet コン

ポーネントへアクセスできます。 

他のシステムに対してオープンなリン

クを得るため、PROFInet は OPC DA と

DX を使用することもできます。 
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IO コントローラ 

IO AR 
IO デバイス 

CR：Communication Relation 
AR：Application Relation 

レコードデータ CR

IO データ CR 

 
図 4：PROFInet IO ではプロバイダ‐コンシューマ・モデルによって CR が実現

される 

2. 分散フィールド・デバイス 

PROFInet IO により、分散フィールド・

デバイスの統合が Ethernet 上で直接実

現されます。その際、PROFIBUS DP で

馴染んでいたマスタ‐スレーブ型のア

クセス方法が、プロバイダ‐コンシュー

マ・モデルに変わります。通信の観点で

みると、Ethernet に接続されるすべての

装置は平等な扱いを受けます。しかし中

央制御コントローラに対するフィール

ド・デバイスの割り振りを決める際には、

コンフィグレーション・プロセスが使用

されます。従来の PROFIBUS のユー

ザ・インタフェースは PROFInet の分散

機器となります。つまり、分散機器が信

号を読み取り、それをコントローラに転

送します。コントローラはその信号を処

理し、出力を分散機器に送出するサイク

ルになります。 

アラーム CR 

2.2 装置モデル 

2.1 機能の範囲 

PROFInet IOには次の3つの装置種別が

あります：IOコントローラ、IOデバイス、

および IO スーパバイザです。 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

リアルタイム・チャネルを使用する

イベント制御型アラーム 
PROFInet IO デバイスには統一的な装

置モデルが規定されるため、モジュール

式で小型のフィールド・デバイスが構築

できます。これは PROFIBUS DP の特

性と同じです。モジュール式フィール

ド・デバイスの場合はモジュール挿入用

のスロットが備わっています。これらの

モジュールは、プロセス信号の入出力を

担う IO チャネルを備えています。 

UDP/IP による標準チャネルを用い

たパラメータ設定、コンフィグレー

ション、および診断情報の読み出し。 

初めに、IO-AR（Application Relation）
が UDP/IP チャネルを使って IO コント

ローラと IO デバイスの間で確立されま

す。チャネル内には CR 
（communication relationship）がいくつ

か存在し、コンフィグレーション、IO
データ、および割り込みなどがこれを

使って転送されます。IO コントローラ

は、指定された IO デバイスのパラメー

タ設定やコンフィグレーションのデー

タを「レコードデータ CR」を使って転

送します。周期的な IO データ転送には

「IO データ CR」を使用し、また非周期

のイベントは「アラーム CR」を使用し

て IO コントローラに送られ、それに対

して確認が返されます。PROFInet のア

ラーム種別には、引き抜き（unplug）、
差し込み（plug in）、診断（diagnostics）、
状態（status）、および更新（update）が

あります。メーカ独自のアラームも可能

です。各アラームには高低 2 段階の優先

度を与えることができます。 

  スロット1 スロット2 スロット3 スロット4 

 
 
  チャネル0 チャネル0 チャネル0 I/Oアドレス n 

 
  チャネル1 チャネル1 チャネル1 I/Oアドレス n＋1
 
  チャネル2 チャネル2 チャネル2 I/Oアドレス n＋2
 

 

  チャネルx チャネルx チャネルx I/Oアドレス n＋x 

インタフェース・

モジュール 
I/O 

モジュール 
I/O 

モジュール 
I/O 

モジュール 

図 6：PROFInet IO の装置モデルは、 
PROFIBUS DP の装置モデルに似ている 

IOコントローラ：オートメーション・

プログラムが動作するコントローラ

です。 

IO デバイス：IO コントローラにて指

定されたローカルなフィールド・デ

バイスです。 

IO スーパバイザ：コミッショニング

および診断の機能を備えたプログ

ラミング装置／PC です。 

IO コントローラと IO デバイス間のデー

タ通信には、以下のチャネルが使用され

ます。 このモジュール型設計により、 
PROFIBUS DP の現行の IO モジュール

類が何ら変更なくPROFInetに組み込め

ます。そのため装置メーカや操業者・所

有者においてこれまでの投資（予備品の

在庫など）が無駄になりません。 

リアルタイム・チャネルを使用する

周期 IO データ 

 PLC など 
IO コントローラ • 診断 

• アップロード／ 
ダウンロード 

プログラミング装置／PC
IO スーパバイザ 

コミッショニング

プラント診断

PLC プロセスイメージによって 
プロセス信号にアクセスする 
アプリケーション・プログラム 

• コンフィグレーション 
• 製造データ 
• アラーム 

• 診断 
• 状態／制御 
• パラメータ設定 

フィールド・デバイス 
IO デバイス 
IO データの 
読み書き  

図 5：PROFInet IO の機能範囲 

各 IO デバイスには、PROFInet IO の枠

組みのなかでグローバルに一意である

デバイス ID が割り振られます。このデ

バイス識別番号は 32 ビットからなり、

そのうち 16 ビットがメーカ ID で、残り

の 16 ビットがデバイス ID です。 

メーカ ID は PI によって割り当てられま

す。デバイス ID は、各メーカが自社の

製品開発状況に合うよう独自に割り当

てることができます。 
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2.3 デバイス記述 

PROFInet の IO デバイスは、コンフィ

グレーション・ツールを用いて 
PROFIBUS DP と同じ方法で結合され

ます。つまり、デバイス記述を使います。

IO デバイスの特性は GSD（General 
Station Description）で記述され、そこ

にはそのフィールド・デバイスが必要と

するすべての情報が含まれます。 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

 

GSD をエンジニアリング・ツールに 
インポート 

ネットと装置のコンフィグレーション

をコントローラにダウンロード 

IO コントローラと IO デバイス間の 
自動データ交換 

Ethernet

GSD 
エンジニアリング・ツールの

コンフィグレーション コントローラ 

フィールド・デバイス 
 

図 7：コンフィグレーションからデータ交換まで IO デバイスの属性 
（通信パラメータなど） 

プラグイン・モジュール 
（数量と種別） 2.4 コンフィグレーションと

データ交換 
2.5 診断 

各モジュールのコンフィグレー

ション・データ 
（例：アナログ入力モジュール） 

PROFInet IO はマルチレイヤ診断に対

応しており、障害位置の特定および障害

復旧が効果的に行えます。 
IO デバイスの記述ファイルはコンフィ

グレーション・ツールにインポートされ

ます。フィールド・デバイスの個々の IO
チャネルには対応するアドレスが与え

られます。入力アドレスには受信したプ

ロセス値が入っています。アプリケー

ション・プログラムはこれをチェックし

て処理を行います。またアプリケーショ

ン・プログラムは出力値を生成し、それ

をプロセスに渡します。各 IO モジュー

ルもしくはチャネルのパラメータ設定

はコンフィグレーション・ツールにおい

て行われます（例：アナログ ch の電流

範囲 4～20mA）。 

モジュールのパラメータ 
（例：4～20mA） 

障害が発生すると、対応する IO デバイ

スが IO コントローラ上で診断アラーム

を生成します。このアラームが PLC プ

ログラムの対応するルーチンを起動す

ることで、障害を検知します。装置また

はモジュールの障害レベルが完全な交

換を必要とする場合、IO コントローラ

は新しい装置またはモジュールについ

てパラメータ設定とコンフィグレー

ションを自動で実行します。 

診断のエラーメッセージ 
（例：断線、短絡） 

GSD は XML をベースにしています。

XML がデータ記述に関してオープンで

広く普及しているスタンダードである

ことから、以下のような高機能ツールや

その派生属性が利用できます。 

標準ツールの実装による生成と検

証 
診断情報は、以下のような階層構造に

なっています。 
コンフィグレーションが完了したら、コ

ンフィグレーション・データが IO コン

トローラにダウンロードされます。IO
デバイスは、IO コントローラによって

自動的にパラメータ設定およびコン

フィグレーションが行われ、周期データ

交換が開始されます。 

外国語の統合 スロット番号（モジュール） 

階層構造 チャネル番号 

GSD の構造は ISO 15745 に対応します。

モジュールのコンフィグレーション・デー

タやパラメータのように装置によって

異なる部分と、伝送速度や接続システム

のように通信仕様に依存する部分があ

ります。 

チャネル種別（入力／出力） 

障害原因を示す記号 
（例：断線、短絡） 

メーカに依存するその他の情報 

障害がチャネルに発生した場合、対応す

る IOデバイスが IOコントローラにおい

て診断アラームを生成します。このア

ラームが制御プログラムの対応する障

害ルーチンを起動します。障害ルーチン

が実行されると、IO コントローラは IO
デバイスにおける障害についてアクノ

レッジを返します。この確認方式を使う

ことで、障害処理が IO コントローラに

おいて必ず順番どおりに行われるわけ

です。 
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図 8：PROFInet は、マルチベンダのエンジニアリング・コンセプトに基づいている 

3. 分散型オートメーション 

オートメーション分野では、モジュール式

のプラントやマシンが開発されています。

オートメーション・システムにてこのよ

うなモジュール式を採用すれば、さらに

分散型オートメーションを発展させる

ことができます。PROFInet は、分散型

オートメーションをサポートできます。

それは装置をいくつかの技術モジュー

ルに分割させ、構成するという方法です。 

3.1 技術モジュール 

製造工程において、オートメーション・

プラントまたはマシンの機能は、機械系、

電気電子系、および制御ロジック／ソフ

トウェアが、あらかじめ定められたとお

り互いに関連して動きながら、実行され

ます。PROFInet は、機械系、電気電子

系、および制御ロジック／ソフトウェア

各部分を機能面でまとめて定義し、技術

モジュールと呼んでいます（図 2 参照）。 

3.3 PROFInet のエンジニアリング 

3.2 PROFInet コンポーネント 

プラントのエンジニアリングにおいては

技術モジュールとして、主に「PROFInet
コンポーネント」を使います。各

PROFInet コンポーネントは、他のコン

ポーネントとやりとりされる技術変数

（データ）を含む、インタフェースを持っ

ています。 

PROFInet コンポーネントは、標準の

COM 技術を採用しています。COM はオ

ブジェクト指向のコンセプトをさらに

発展させたものであり、すでにあるコン

ポーネントを元にしてアプリケーショ

ンの開発が行えます。PROFInet コン

ポーネントの特徴は、自律ユニットを形

成する点と、他のコンポーネントと関係

を築くことができる点にあります。 

コンポーネントはビルディングブロック

のように柔軟な組み合わせが可能であ

り、内部でのインプリメンテーション方

法に関係なく、簡単に再利用できます。

コンポーネント・インタフェースにアクセ

スする仕組みは、PROFInet で統一的に

定義されています。 PROFInet システムにおいてユーザ・フ

レンドリなコンフィグレーションを実

現するため、ベンダに依存しないエンジ

ニアリング・コンセプトが考案されまし

た。このエンジニアリング・コンセプト

は、マルチベンダ・コンポーネントに対

応したコンフィグレーション・ツールの

開発に使用できる一方、ベンダまたは

ユーザに固有の機能拡張も可能です。 

技術モジュールの分割について 
モジュールをどの程度分割して定義す

るかは、システムの再利用性、つまりコ

ストとアベイラビリティの観点から検

討しなければなりません。私達は、モ

ジュールの原理を用いて個々のコン

ポーネントをできるだけ柔軟に組み合

わせ、容易にシステムを構築したいと考

えています。モジュールを細かく分割し

すぎると、組合せが複雑になり、エンジ

ニアリング・コストが高くなります。他

方、分割を粗くしすぎると再利用性が低

下します。その結果、エンジニアリン

グ・コストが高くなります。 

このエンジニアリング・モデルでは、

個々の技術モジュール内部の制御ロ

ジックのプログラミングと、システムを

トータルとして統合するコンフィグ

レーションとを区別します。具体的に、

アプリケーションは以下の 3 段階で作

成されます。 

ソフトウェア・コンポーネントは、マシン

またはプラントのメーカが作成します。

コンポーネント設計はエンジニアリング

およびハードウェアのコスト低減、およ

びオートメーション・システムの時間特性

に大きな影響を与えてきました。ですか

ら、コンポーネントを定義する時、どの

程度の大きさで分割するかは個々の装

置から複数の装置を備えた総合マシン

まで考慮しなければならないことがあ

ります。 

コンポーネントの作成 
コンポーネントは、技術モジュールの 
1 つのイメージとして、プラントまたは

設備の構築者によって作成されます。コ

ンポーネントを作る前に、装置（訳注）

例 .PLC）のプログラミングとコンフィグ

レーションを、それぞれのメーカの提供

するツールを使い行います。これは既存

のアプリケーション・プログラムがそのま

ま使用できるほか、プログラマやサービ

ス担当者の専門知識が引き続き活かせ

るということです。 

 

結合情報をロード 

 

図 10：結合情報はコンフィグレーション後にフィールド・

デバイスにダウンロードされる 

 ベンダに依存する 
プログラミングおよび 

コンフィグレー 
ション・ツール 

PROFInet 
コネクション・エディタ

XMLファイル 

ベンダ A コンポーネント

の作成 

ベンダ B コンポーネント

の作成 

ベンダ C コンポーネント

の作成 

図 9：コンポーネントの作成は PROFInet によって標準化され

ている 
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最後に、アプリケーション・ソフトウェ

アをカプセル化してPROFInetコンポー

ネントの形にします。PCD（PROFInet 
Component Description）に基づくコン

ポーネント記述が作成され、このコン

ポーネントがコネクション・エディタの

ライブラリにインポートされます。 

コンポーネントの結合 
マウスをクリックするだけで、PROFInet
コンポーネントを PROFInet コネクショ

ン・エディタを使ってライブラリから取

り出し、結合させて通信のアプリケー

ションを生成できます。 

グラフィック・コンフィグレーションを

使用したこの操作は、かつて行われてい

た手間のかかる CR（communication 
relationship）のプログラミングより、は

るかに簡単です。以前はプログラミング

を行うには、装置における通信機能の統

合と順序づけについて細かな知識が要

求されました。プログラミングの際には、

通信を行う装置、通信が行われるタイミ

ング、およびそのときに使用されるバ

ス・システムなどが、すでに明確になっ

ていることが必要でした。しかしコン

フィグレーションの場合、これらは装置

内で自動的に実行されるため、通信機能

の知識は必要ありません。 

コネクション・エディタは、システム全

体に分散する個々のアプリケーション

を 1 つにまとめます。エディタはメーカ

に依存せず、異なるベンダが提供する

PROFInet コンポーネントを統合できま

す。 

ダウンロード 
コンポーネントの結合が終わったら、マ

ウス・クリックして、結合情報およびコ

ンポーネントのコードとコンフィグ

レーション・データを PROFInet デバイ

スにダウンロードします。各デバイスに

は、通信相手、CR、およびやりとりさ

れる情報が全て与えられます。このよう

に分散したコンポーネントを組み合わ

せてアプリケーションを作ることがで

きます。 

3.4 コンポーネント記述（PCD） 

PCD（PROFInet Component  
Description）は XML ファイルです。こ

れは各ベンダが提供するツールを用い

て作成されます（ツールにはコンポーネ

ント・ジェネレータが備わっているもの

とします）。あるいは、マルチベンダ対

応の PROFInet コンポーネント・エディ

タでも PCD ファイルは作成できます。

これは国際プロフィバス協会のサイト

「www.profibus.com」からダウンロード

できます。 

PCD ファイルには、PROFInet コンポー

ネントの機能とオブジェクトについて

の情報が記述されます。例を以下に示し

ます。 

• 

• 

• 

• 

ライブラリ要素としてのコンポー

ネントの記述：コンポーネント ID、

コンポーネント名 

ハードウェアの記述：IP アドレス、

診断データへのアクセス、コネク

ションのダウンロード 

ソフトウェア機能の記述：ハード

ウェアに対するソフトウェアの割

り付け、コンポーネント・インタ

フェース、および技術的名称、デー

タ型、方向（入力か出力か）といっ

た変数の属性 

図 11：通信のコンフィグレーション

はコネクション・エディタを使って

行われる 

コンポーネント・プロジェクト用の

バッファ  

コンポーネント・ライブラリは、再利用

が可能なように構成されます。 

3.5 コネクション・エディタ 

コネクション・エディタでは通常、シス

テム図とネットワーク図という 2 種類

の図を使用します。 

システム図では必要なコンポーネント

がライブラリからインポートされ、画面

上に表示されます。また各種のコネク

ションも示されます。この図では、技術

的な構成およびシステムとの論理関係

を構築します。 

オートメーション・システムのトポロ

ジー的な構成はネットワーク図上に示

されます。フィールド・デバイスとプロ

グラマブル・コントローラがバス・シス

テムに配置され、そのバス・システムの

規則に従ってデバイス・アドレスが割り

当てられます。 

3.6 PROFInet のランタイム 

PROFInet のランタイム・モデルは、オー

トメーション・コンポーネントが何らかの

オートメーション・タスクを実行する時に、

必要とされる機能およびユーティリティ

を定義します。ランタイムは、エンジニ

アリング・ツールで設定された PROFInet
コンポーネント間を結合させ、同時にモ

ニタします。また、プロバイダ‐コン

シューマ・モデルをセットアップします。

ここではプロバイダがデータを生成お

よび送信し、コンシューマがそれを受信

および処理します。 

 

図 12：コネクション・エディタのシステム図ではソフト的に

結合されたコンポーネントが表示される 

 

図 13：コネクション・エディタのネットワーク図にはハード的

に接続されるフィールド・デバイスが示される 
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図 14：PROFInet における Ethernet ベースの通信は、段階性な性能を備え

ている 

4. PROFInetでの通信 

PROFInetのEthernetベースの通信には、

3 つのパフォーマンス・レベルが存在し

ます。 

1. TCP、UDP、および IP：パラメータ

設定やコンフィグレーションのよう

なタイムクリティカルでないデータ

向け 

2. SRT（Soft Real Time）：FA のフィー

ルドで使用されるタイムクリティ

カルなデータ向け 

3. IRT（Isochronous Real Time）：モー

ションコントロールのように高精

度のアプリケーション向け 
4.1 TCP/UDP による標準的な通信 4.2 リアルタイム通信 

PROFInet は、通信基盤として Ethernet
トコルに関してはTCP/IPが IT世界のデ

ファクト・スタンダードとなっています。

しかし、多様なアプリケーションにおけ

る相互運用性（インターオペラビリ

ティ）を考えると、TCP や UDP に基づ

く一般的な通信チャネル（レイヤ 4）
フィールド・デバイス上に確立しても十

分ではありません。TCP/IP は、ローカ

ルおよび分散型のネットワークにおい

て Ethernet 機器がトランスポート・チャ

ネルでデータをやりとりするための土

台にすぎません。そのため TCP や UDP
より上位では、いわゆるアプリケーショ

ン・プロトコルと呼ばれる追加的な仕様

およびプロトコルが必要になります。相

互運用性が確保されるのは、すべての機

器に同じアプリケーション・プロトコル

が使用されるときに限られます。代表的

なアプリケーション・プロトコルには、

たとえば SMTP（電子メールに使用）、

FTP（ファイル転送に使用）、HTTP（イ

ンターネットに使用）などがあります。 

FA（ファクトリ・オートメーション）

のフィールドでは、リアルタイム・アプ

リケーションとして 5～10ms 以内の更

新・応答時間が要求されます。更新時間

とは、変数が機器アプリケーションで生

成されてから通信システムを通って相

手の機器に送られ、さらにそこで再びア

プリケーションによって使用できる状

態になるまでの時間をいいます。 

上記 3 つのパフォーマンス・レベルによ

り、PROFInet 通信は、オートメーショ

ン用途の全範囲をカバーします。

PROFInet の通信スタンダードには、以

下に示す大きな特徴があります。 

• 

• 

• 

リアルタイム通信と TCP ベースの

IT通信が1本の回線上に共存できる 

あらゆるアプリケーション、分散シ

ステムにおけるコンポーネント間

の通信、およびコントローラと分散

フィールド・デバイスとの通信に対

して標準化されたリアルタイム・プ

ロトコルが存在する 

リアルタイム通信を実施するにあたっ

ては、機器のプロセッサに最低限の負荷

しか掛からず、アプリケーション・プロ

グラムの処理を優先して実行できるよ

うにすることが必要です。 

一般的に、ファスト・イーサネット（100 
Mbps の Ethernet）以上の回線における

伝送時間は、装置での実行時間に比べて

無視できる程度になります。プロバイダ

のアプリケーションでデータが利用可

能になるのにかかる時間はこの通信に

よって影響を受けません。このことは、

コンシューマにおける受信データの処

理にも当てはまります。言い換えると、

更新時間（したがってリアルタイム応

答）を大きく改善するには、なによりも

プロバイダとコンシューマにおける通

信スタックの最適化が必要だというこ

とです。 

中速から高速・同期まで対応できる

スケーラブルなリアルタイム通信 

スケーラブルかつ標準化された通信は、

PROFInet の大きな長所の 1 つです。こ

の特徴により、会社の経営レベルから

オートメーション・プロセスにおける高

速応答時間に至るまで、統一性をもって

接続できます。 

 

P

 IT アプリケーション 
例： 
・HTTP 
・SNMP 
・DHCP… 

PROFInet のアプリケーション

標準 
チャネル 

リアルタイム・
チャネル 

リ
ア
ル
タ
イ
ム

 

SRT 

TCP/UDP 

IP 

Ethernet 

図 15：PROFInet の通信チャネル 
Ethernet 
Ethernet（イーサネット）は IEEE 802.3 において規定されています。仕様には、

イーサネット（10 Mbps）、ファスト・イーサネット（100 Mbps）、およびギガ

ビット・イーサネット（1 Gbps）におけるアクセス方式、伝送手順、伝送媒体

などが決められています。PROFInet はファスト・イーサネットとギガビット・

イーサネットを使います。 

100 Mbps を実現するファスト・イーサネットは、10 Mbps のイーサネットと

の互換性を維持したままこれを拡張したものです。ファスト・イーサネットに

は全二重モードとスイッチングが盛り込まれて標準化されています。 
ROFInet Technology and Application, November 2003 7 



 IRT 
チャネル 

オープン・
チャネル 

IRT 
チャネル 
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チャネル

周期 1 周期 2 周期 n 

例：1 ms の位置制御サイクル 

同期 決定論的な通信 オープンな通信

IRT データ 
TCP/IP データ 

図 16：IRT における通信システムのタイミング 

IP 
IP（Internet Protocol）を用いたデー

タ転送は、IP 送信元と IP 送信先の

間で行われる非セキュアなパケット

（データグラム）転送です。データグ

ラムは、伝送チャネルでの干渉や

ネットワークの過負荷などによって

紛失されることがあるほか、同じも

のが何度か届いたり、送信時と異な

る順序で届くこともあります。しか

し、受信されるデータグラムには誤

りがないと考えることができます。

Ethernet パケットには 32 ビットの

チェックサムが設けられているた

め、パケット内の誤りが見過ごされ

ることはまずありません。 

SRT（Soft Real Time） 優先づけによるデータ転送の 
最適化 オートメーションにおけるリアルタイ

ム条件を満たすため、PROFInet にはリ

アルタイム通信に最適なチャネルが備

わっています。それが SRT（Soft Real 
Time）です。 

PROFInet では、プログラマブル・コン

トローラの通信スタックが最小化され

るだけでなく、ネットワークにおける

データ転送が最適化されます。このよう

な最適な結果を得るため、PROFInet で
は IEEE 802.1Q に基づくパケットの優

先づけが行われます。機器間を流れる

データフローは、この優先づけを元に

ネットワーク機器によって制御されま

す。優先度 6 はリアルタイム・データに

対する標準的な優先度です。これにより、

たとえば優先度 5 をもつ IP 電話などの

他のアプリケーションに対して、優先的

に処理が行われます。 

このチャネルは Ethernet（レイヤ 2）を

使用します。SRT は通信スタックでの

実行時間を大幅に短縮し、プロセスデー

タの更新パフォーマンスを高めます。そ

の理由として第 1 に、プロトコル・レベ

ルの数を減らすことでメッセージ長が

減少します。第 2 に、送信データの送信

準備に要する時間（アプリケーションが

処理可能になるまでの時間）が短縮され

ます。同時に、通信のために機器が必要

とするプロセッサ能力が大幅に少なく

てすみます。 IRT（Isochronous Real Time） 
しかし上述のソリューションも、モー

ションコントロールに対しては不十分

です。モーションコントロールでは約 1 
ms の更新速度が求められるほか、連続

サイクルに対するジッタ精度が 100 台

のノードに対して 1μs であることが要

求されます。これを実現するため、

PROFInet ではファスト・イーサネット

のレイヤ 2 プロトコルにおいて、IRT と

いうタイムスロット制御の伝送方式を

規定しています。 

IRT に関連する機器（ネットワーク機器

と PROFInet デバイス）が上述の精度で

同期できますから、アプリケーションで

要求されるデータの転送時間がネット

ワーク内で指定できます。通信サイクル

は、固定的な部分とオープンな部分とに

分かれます。周期的なリアルタイム電文

は固定的チャネルで転送され、TCP/IP
電文はオープン・チャネルで転送されま

す。このプロセスはハイウェイの交通に

似ています。内側の車線は追い越し車線

（リアルタイム・トラフィック）として

確保され、他の車（TCP/IP トラフィッ

ク）はこの車線に入り込むことができま

せん。そのためたとえ外側の車線が渋滞

しても、急ぎの車は影響を受けません。 

アイソクロナス伝送はハードウェア・

ベースで実施されます。この機能を備え

た ASIC が、リアルタイム・データ向け

のサイクル同期とタイムスロット予約

の機能を受け持ちます。ハードウェア・

ベースで実施されることから、必要な桁

数の精度が実現するうえ、PROFInet デ
バイスのプロセッサは通信タスクが軽

減されます。その分、オートメーショ

ン・タスクに使える演算時間が増えるこ

とになります。 

TCP 
TCP では、送信元から送信先へのデータ転送がエラーなく、正しい順序で、か

つ紛失なく行われます。TCP はコネクション型であるため、データブロックの

送信が始まる前に両端末の間でコネクションが確立され、送信が終われば再び

切断されます。TCP には、確立されたコネクションを連続的にモニタリングす

る仕組みが備わっています。 

UDP 
TCP と同様、UDP では送信元から送信先へのデータ転送がエラーなく、正しい

順序で、かつ紛失なく行われます。しかし TCP とは異なり、UDP はコネクショ

ンレスです。したがって、各データパケットは 1 つのメッセージとして扱われ、

受信の確認は行われません。タイムアウト監視やコネクションの確立・切断が

ないため、UDP は TCP よりもタイムクリティカルな用途に適しています。TCP
では暗黙的に行われるデータの遮断や通信監視が、UDP では RPC（Remote 
Procedure Call）などのアプリケーション・レベルで実施できます。 
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4.3 PROFInet IO による通信 4.4 コンポーネント間通信 TCP/IP と DCOM は、機器間の通信開始

にのみ限定的に使用される共通の「言

語」となります。次に、タイムクリティ

カルなアプリケーションにおける各

ノード間でのリアルタイム通信が、

PROFInet のリアルタイム・チャネルを

使って行われます。コンフィグレーショ

ン・ツールでは、ユーザが変更頻度を設

定することによって QoS を決定できま

す。すなわち、コンポーネント間のデー

タ転送がランタイム中に周期的に行わ

れるのか、データ変化時にのみ行われる

のか、が選択できます。変更頻度が高い

ときは周期転送のほうが適切です。なぜ

なら変化時のみのデータ通信は変更さ

れているかどうかの確認とアクノレッ

ジにより、プロセッサにかかる負荷が周

期モードより高くなるためです。 

PROFInet IO では、機器どうしのデータ

交換、分散フィールド・デバイスのパラ

メータ設定、および診断を開始するため、

UDP/IP ベースの RPC が起動時に使用

されます。RPC プロトコルはオープン

な標準化プロトコルであるため、HMI
端末やエンジニアリング・システム（IO
スーパバイザ）も PROFInet IO デバイ

スにアクセスできます。IOおよびアラー

ムの送信には PROFInet のリアルタイ

ム・チャネルが使用されます。 

PROFInet コンポーネント通信では、

PROFInet コンポーネント間に使われる

TCP/IP ベースの通信プロトコルとして

DCOM（Distributed COM）が採用され

ています。DCOM は COM（Component 
Object Model）の拡張版であり、ネット

ワークにおける分散型オブジェクトと

その相互運用性に対応できます。DCOM
は、標準化プロトコルである RPC を基

礎にしています。PROFInet では、エン

ジニアリング・システムへのアクセス

（たとえばコネクションのローディング、

診断データの読み出し、機器のパラメー

タ設定とコンフィグレーション）だけで

なく、コネクション確立とユーザデータ

の交換でも DCOM を使用します。 

典型的な IO コンフィグレーションでは、

IO コントローラは CR（communication 
relationship）を用いていくつかの分散

フィールド・デバイス（IO デバイス）

と周期 IO データをやりとりします。各

スキャン・サイクルでは、入力データが

指定されたフィールド・デバイスから IO
コントローラに送られ、それに対する応

答として、対応するフィールド・デバイ

スに出力データが送り返されます。CR
は、受信した周期メッセージを監視しま

す。たとえば入力フレームが 3 周期にわ

たって届かない場合、IO コントローラ

は対応する IO デバイスを障害だとみな

します。 

しかし、PROFInet コンポーネント間の

ユーザデータ交換には DCOM を使わな

ければならないということではありま

せん。ユーザは、データ交換に DCOM
を使うのか、あるいはエンジニアリン

グ・システムのリアルタイム・チャネル

を使うのかを選択することができます。

機器が通信を立ち上げている間、機器は

必要に応じてリアルタイム対応のプロ

トコルを使うことが可能です。なぜなら、

プラントやマシンのモジュール間の通

信では、TCP/IP や UDP では実現できな

いリアルタイム条件が必要となる場合

があるためです。 

 

PROFInet のデータ伝送レイヤは IEEE 
802.3 において規定されています。プロ

トコルの構成と障害監視について記載

されています。ユーザデータ電文の長さ

は、最低 64 バイト、最大 1500 バイト

です。リアルタイム・データにおけるプ

ロトコル・オーバヘッドは全部で 28 バ

イトです。  

インテリジェントな 
フィールド・デバイス

（Ethernet に接続）

PLC と分散フィールド・デバイス

（PROFIBUS に接続） 

PLC と分散周辺機器 
（Ethernet に接続） 

分散フィールド・ 
デバイス 

PROFInet 
コンポーネント 

PROFInet 通信 

Ethernet 

PROFIBUS

 
 
図 17：PROFInet コンポーネントと PROFInet IO デバイスの間で行われる

PROFInet 通信 
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5. ネットワーク設備  ビル 1 ビル 2 

BD＝ビル・レベルの分配装置 
FD＝フロア・レベルの分配装置 

 

図 18：オフィス環境の Ethernet ネットワークには通常、ツリー型トポロジー

が使用される 

国際標準 ISO/IEC 11801 および欧州標

準 EN 50173 は、アプリケーションによ

らないビルディング向け標準 IT ネット

ワークを規定します。両標準の内容はほ

とんど同じです。いずれも建物がオフィ

ス的な使い方をされることを前提とし、

またアプリケーションによって左右さ

れないものとします。 

いずれの標準も、産業現場環境で使用さ

れる Ethernet ネットワークが満たすべ

き具体的要求事項までは考慮していま

せん。それは、たとえば以下のようなこ

とです。 

• 

• 

• 

• 

設備によるケーブルの引きまわし 

各マシンやプラントに対するネッ

トワーキングの階層 
5.1 ネットワーク・トポロジー 

ネットワーク・トポロジー 
ネットワーク・トポロジーは、ネット

ワークを使用するユニットの要求事項

によって変わります。よく使用される

ネットワーク・トポロジーは、スター型、

バス型、ツリー型、およびリング型です。

実際にはこれらの構成の混合型である

ことが多くなっています。それぞれにつ

いては以下で詳述します。これらの構成

は銅線と光ケーブルのいずれでも実現

でき、当然PROFInetにも使用できます。 

EMC、温度、湿度、ほこり、振動な

どの特殊な要求事項に合うように

設計された、産業用に使用できる丈

夫なケーブルとコネクタ 

上記の理由により、「PROFInet 
Installation Guideline」には、IEC 11801
の仕様に基づき、かつ産業用標準のファ

スト・イーサネット用ケーブルが規定さ

れています。 

スター型 
スター構成では中央に信号分配装置（ス

イッチ）があり、ネットワークのすべて

の端末に対して個々にコネクションが張

られます。スター型ネットワーク構成が

使用されるのは、機器密度が高く、拡張

半径が小さい用途です。たとえば小規模

な製造セルや、単独の製造機械などです。 

ツリー型 
いくつかのスター型を組み合わせて 1
つのネットワークを作ると、ツリー型の

トポロジーになります。必要であれば、

光ファイバとツイストペア線を混用す

ることもできます。複雑な作業場をいく

つかの下位セクションに分割する場合

に使用されます。 

バス型 
バス構成を実現するには、接続端末の近

くにスイッチを配するか、またはスイッ

チを端末に組み込みます。 

大規模な構造（コンベヤ・システムなど）

や複数の製造セルの統合などにおいて

主に使用されます。  

chemische Belastungen durch
ölige oder aggressive Atmosphären

kaum chemische Gefährdung 
geringe mechanische Gefährdung

hohe EMV -Belastunggeringe EMV - Belastung 
vibrierende Maschinenkaum Erschütterungen 
Feuchtigkeit möglich (IP65)keine Feuchtigkeit 
extreme Temperaturenmoderate Temperaturen 
sehr hohe Netzverfügbarkeitmittlere Netzverfügbarkeit 
kleine Datenpakete (Messwerte)große Datenpakete (z.B. Bilder) 

häufig linienförmige Netzstrukturen
und (redundante) Ringstrukturen

baumförmige Netzstrukturen 
Vorkonfektionierte Geräteanschlusskabel 
variabler Geräteanschluss am Arbeitsplatz 

anlagenspezifische KabelführungVerlegung in Zwischenböden 
stark anlagenabhängige Verkabelung

Fertigungs- und Feldbereich

feste Grundinstallation im Gebäude 

Bürobereich 

油分の多いまたは侵食性の雰囲気による 
化学的負荷 

化学物質による危険はほとんどない

機械的損傷のリスク 機械的リスクは小さい 

EMC 負荷は高い EMC 負荷は低い 

機械の振動 振動はほとんどない 

湿気の可能性あり（IP65） 湿気なし 

きわめて高温 室温に近い温度 

ネットワーク・アベイラビリティはきわめて高いネットワーク・アベイラビリティは中程度 

小さいデータパケット（例：測定値） 大きなデータパケット（例：画像） 

ネットワークは通常、バス型とリング型 
（冗長）のトポロジーを使用 

ネットワークはツリー型トポロジーを使用 

機器の接続部は現場で組み立てる くくりつけの機器接続ケーブル 

接続箇所はめったに変更されない 作業場の機器接続は変動 

配線経路はプラントによって異なる ケーブルは上げ床に敷設 

配線はプラントに依存する 

製造・フィールド環境 

ビル内の基本的な固定式備品 

オフィス環境 

 

表 1：オフィス技術とオートメーション技術の相違点 

リング型（冗長） 
バス型の両端を接続して閉じるとリン

グ構造になります。 

リング型のトポロジーは、高いアベイラ

ビリティが要求され、断線やネットワー

ク機器の障害を回避する必要がある場

合に使用されます。 
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InO ＝工業用コンセント 
FD ＝フロア・レベルの分配装置 
MD ＝マシン・レベルの分配装置 
分配装置は、全二重モードのスイッチ 

プラント配線

製造フロア 

工業配線 

フィールド 
配線 

フィールド 
配線 

フィールド 
配線 

図 19：産業環境の Ethernet ネットワークには通常、 
バス型トポロジーが使用される 

すべての機器は、アクティブなネット

ワーク機器を通して接続されます。

PROFInet ではスイッチ機器を使用しま

す。ネットワーク機器の仕様は、簡単に

実現できます。伝送ケーブルの両端には

同じコネクタが付いており、同じピン配

置であらかじめ取り付けられています。

最大セグメント長は 100 m です。 

光ケーブルを使った 
PROFInet 配線 
PROFInet では、マルチモードまたはシ

ングルモードの光ファイバを使用でき

ます。信号伝送は 100BASE-FX の仕様

に基づき、2 本の光ケーブルを用いて

100 Mbps の伝送速度で行われます。光

インタフェースは、ISO/IEC 9314-3（マ

ルチモード）および ISO/IEC 9314-4（シ

ングルモード）の仕様に準拠します。 

室外の環境を考慮し、ケーブルシースは

具体的な使用箇所において求められる

（機械的、化学的、熱的）要求事項を満

たすことが必要です。 

対称銅線ケーブルを使った

PROFInet 配線 
5.2 PROFInet における配線 

産業用に採用されるケーブルは大きな

機械応力を受けることがあるため、その

種の条件に合わせて特別に製造されま

す。国際プロフィバス協会（PI）では、

各産業における条件を考慮して最適な

ケーブルをこれまでいくつか規定して

きました。システムには十分な余裕をと

ることで、業界標準設備の伝送長が制約

なく生成できます。 

対称銅線ケーブル（ツイストペア線）を

用いた通信は、100 Mbps の伝送速度で

行われます（100BASE-TX:ファスト・

イーサネット）。シールドした 2 本の銅線

をペアで撚り合わせたケーブル（STP＝
シールド付きツイストペア）が伝送媒体

として規定されています。 

最大セグメント長は、マルチモードファ

イバが 2 km、シングルモードファイバ

が 14 km です。 

5.3 コネクタ 

シールドされたケーブルと接続部品し

か使用できません。各コンポーネントは、

IEC 11801 に規定されるカテゴリー5 の

要求事項に準じることが必要です。伝送

路全体は、IEC 11801 に規定されるクラ

ス D の要求事項を満たす必要がありま

す。さらに複雑な配線構造の場合にも減

衰ができるだけ小さくなるよう、 
PROFInetのケーブル断面はAWG 22対

応します。PROFInet ケーブルの仕様は

モジュール式組み立てできます。つまり、

IEC 11801 に準拠した構造が、簡単に作

成できます。 

現場での接続方法は産業用に使用する

ための 1 つのポイントです。具体的には、

用途には M12 および RJ45 のコネクタ

が使用できます。これらのコネクタは、

標準工具を使ってその場で簡単に組み

立てられます。 

コネクタとケーブルは、完全なシステム

を作る大切な要素です。互換性を実証さ

れたコンポーネントしかPROFInetコン

ポーネントとして認められません。 

フィールド・レベルの配線に関しての要

求事項は、PROFIBUS の場合とほぼ同

様です。機器類にはデータとともに 24V
が供給されるため、ハイブリッド型の

ケーブルが理想的です。ハイブリッド・

ケーブルは信号と電源の両方を伝える

構造になっています。使用できるハイブ

リッド・ケーブルには、以下の種類があ

ります：Cu/FOC ケーブル（データ送信

用の光ファイバ 2 本＋給電用の銅線 4
本）、および Cu/Cu ケーブル（データ送

信用の銅線 4 本＋給電用の銅線 4 本）。 

室内の PROFInet コネクタは IP20 の

RJ45 コネクタが使用されます。これは

オフィス向けのコネクタと互換性をも

ちます。室外で使用するコネクタは、産

業用の要求事項を特別に反映させるこ

とが求められます。その場合、IP65 も

しくは IP67 の RJ45、または M12 のタ

イプが使用されます。 接続は、RJ45 または M12 のコネクタ系

を用いた脱着式です。機器類の接続には

ジャックを用います。そのため接続ケー

ブル（機器接続ケーブル、端子ケーブル）

の両端にはコネクタが付いています。コ

ネクタは規定のAWG 22ケーブルにあら

かじめ取り付けておくことも可能です。 

図 20：IP20 に対応した RJ45 コネク

タの例 

光ファイバは電磁干渉の影響を受けな

いため、通常、対称銅線ケーブルよりも

大規模なネットワークが構築できます。 
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IP65/IP67に対応したRJ45は、プッシュ

プル・ロックの付いた丈夫なケースに入

れられます。保護等級が IP68 の特殊モ

デルもあります。 

PROFInet に適したスイッチは、ファス

ト・イーサネット（100 Mbps、IEEE  
802.3u）および全二重伝送向けに設計さ

れたものです。全二重モードで動作する

スイッチは、同じポートにおいてデータ

の送受信が同時に行えます。スイッチを

使えば送信時の衝突が防止できます。そ

のため Ethernet の衝突手順による帯域

の無駄がありません。衝突領域内でのセ

クション長のチェックが不要であるた

め、ネットワーク設定がかなり簡素化さ

れます。 

ハイブリッド型コネクタを使用して、分

散された現場機器に電源供給もできま

す。IP67 の RJ45 コネクタには、通信を

行う2対のデータ線と給電用の4本の銅

線が備わっています。完全な感電防止型

コネクタを使えば、保護機構が備わって

いるためにピン‐ソケット切り替えが

不要であり、両端で同じコネクタが使用

できます。 

 

図 21：IP67 に対応した 
RJ45 コネクタの例 

図 22：IP67 に対応した RJ45 
ハイブリッド型コネクタの例 

旧式のシステムや単一の古い端末もし

くはハブとの互換性を考慮し、 
10BASE-TX（10 Mbps、CSMA/CD）も

サポートされます。PROFInet に適した

スイッチは、IEEE 802.1Q による高優先

電文や標準化された診断経路のほか、自

動極性入れ替え、オート・ネゴシエー

ション・モード、Auto-Crossover 機能な

どもサポートしなければなりません。診

断のためのポート・ミラーリングはオプ

ションです。 

PROFInet に使用される RJ45 コネクタ

は、IEC 61076-3-106（ドラフト版）に

規定されるバージョン 4 および 5 です。 

PROFInet に使用される M12 コネクタ

は、IEC 61076-2-101（ドラフト版）に

規定されるシールド付き D コード・バー

ジョンです。 
オフィス・エリアのスイッチが上述した

機能を満足しても、たいていはこのス

イッチは産業用には使いません。産業環

境のアプリケーションには特別なス

イッチが使用されます。第 1 の理由は、

設計──機械面（保護等級 IP など）お

よび電気面（24V 電源など）──が充分

丈夫に工業用途向けに開発されたかで

す。そして第 2 に、安全な運転のために、

産業環境での EMC 条件を満たす必要が

あります。 

5.4 スイッチ 光ファイバ系では、ISO/IEC 11801 に準

拠した 2心DCコネクタ系が主に使用さ

れます。後者は IEC 60874-14 に規定さ

れています。装置にはソケットとプラグ

付き接続ケーブルが備わっています。

IEC 60874-10 に規定される BFOC/2.5
の光ファイバ・コネクタも使用できます。 

PROFInet では、ネットワーク機器とし

てつねにスイッチを使用します。スイッ

チは端末間の伝送路上に置かれる装置

であり、入力信号を再生してあて先を選

択し、中継します。スイッチによりネッ

トワークを構造化できます。これは、

ISO/IEC 15802-3 の仕様に基づきます。 
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6.2 ウェブ・サービス 6. ITのインテグレーション 

Ethernet を通信媒体に使用することで、

PROFInet は今まで説明したオートメー

ション機能に加え、IT 機能も統合できま

す。 

TCP/UDP と IP、Ethernet、およびスイッ

チング技術を利用するため、フィールド

バス分野に比べてネットワーク管理が重

要です。PROFInet ではネットワーク管

理に関するコンセプトが規定されており、

PROFInet デバイスを統合する際にその

種のネットワークにおいて生じるあら

ゆる技術課題を定めています。このコン

セプトは、主に以下のテーマを対象とし

ています：ネットワーク基盤、IP 管理、

ネットワーク診断、および同期。この

ネットワーク管理は、IT 分野の標準プロ

トコルを利用しており、Ethernet の管理

とマネジメントが容易にできます。 

IT インテグレーションのもう 1 つの側

面は、オートメーション技術にインター

ネット技術を取り入れたことです。ウェ

ブ・インテグレーションのコンセプトに

て、PROFInet は IT 側からの PROFInet
コンポーネントへのアクセスを規定し

ています。これは、HTTP、XML、HTML
といった標準インターネット技術を利

用するウェブ・サービスを用いて実現さ

れます。 

6.1 ネットワーク管理 

ネットワーク・マネジメントは、コン

フィグレーション（IP アドレスの付与）、

障害監視（診断）、またはパフォーマン

スの最適化など、ネットワーク管理に必

要なすべての機能を対象とします。 

IP 管理 
PROFInetはTCP/UDPと IPを使用しま

すので、ネットワーク・ユーザ（すなわ

ち PROFInet デバイス）に IP アドレス

を付与する必要があります。 

• 

• 

• 

• 

• 

メーカに依存する設定システムを

用いたアドレス割り当て：ネット

ワーク管理システムが用意されて

いない場合、この代替方法が必要に

なります。PROFInet に対しては

DCP プロトコル（Discovery and  
Basic Configuration）が規定されて

います。IP パラメータの割り当ては、

メーカに依存する設定／プログラ

ミング・ツールを使って、あるいは

クロスシステム・エンジニアリング

（たとえば PROFInet コネクショ

ン・エディタなど）において行えま

す。PROFInet デバイスには DCP が

必 須 で あ る た め 、 す べ て の

PROFInet デバイスは必ず同じ挙動

を示します。 

PROFInetでは最新のEthernetベース技

術が使用できるだけではありません。

HTTP、XML、HTML、あるいはスクリ

プトといった標準的なインターネット

技術を使い、ウェブ・クライアントに

よってPROFInetコンポーネントにアク

セスすることもできます。 

DHCP によるアドレスの自動割り

当て：DHCP（Dynamic Host  
Configuration Protocol）は今日、ネッ

トワークの IP アドレス割り当てと

管理をオフィス環境のネットワー

ク管理システムを使って行う際の

デファクト・スタンダードになって

います。PROFInet ではこのスタン

ダードを利用することとし、

PROFInet 環境における DHCP の最

適利用について規定しています。

PROFInet デバイスへの DHCP の実

装についてはオプションです。 

データは標準化形式（HTML や XML）
で転送され、標準化されたフロントエン

ド（Netscape、MS Internet Explorer、
Opera などのブラウザ）を使って表示さ

れます。つまり、PROFInet コンポーネ

ントから送られるデータはマルチメ

ディア対応の最新情報システムにおい

て統合できます。その結果、PROFInet
コンポーネントでは、次に述べるような

IT 世界とのウェブ・インテグレーション

のメリットが生まれます。具体的には、

統一的なユーザ・インタフェースとして

ブラウザを使用、任意の数のクライアン

トから情報に柔軟にアクセス可能、プ

ラットフォームに依存しないクライア

ント、クライアント・ソフトのインス

トールとメンテナンスにおけるコスト

削減、などです。 

診断管理 
ネットワーク管理においてはネット

ワーク運用の信頼性がきわめて高い優

先事項となります。現行のネットワーク

では、ネットワーク機器の保守監視およ

びその機能に対して SNMP 
（Simple Network Management  
Protocol）がデファクト・スタンダード

となっています。SNMP は、PROFInet
デバイスを現行の管理システムを使っ

てモニタリングできるので理想的です。

SNMP では、装置に対する読み出しアク

セス（モニタリングや診断）と書き込み

アクセス（アドミニストレーション）の

両方が行えます。 

機能的な属性 
PROFInet のウェブ・インテグレーショ

ンでは、設計上、コミッショニングと診

断に重点を置いています。ウェブ・ベー

スのコンセプトは、以下の応用分野にお

いてとくに有効に利用できます。 
PROFInet では当初、装置パラメータの

読み出しアクセスのみが規定されまし

た。IP 管理機能と同様、SNMP はオプ

ションです。コンポーネントに SNMP
を実装するときは、標準的なSNMPデー

タのみがアクセスされます（MIB 2）。 

コンポーネントにアクセスするの

に特別なツールが必要なく、既存の

標準ツールが利用できる。 

グローバル・アクセスにより、コン

ポーネント・メーカはコミッショニ

ングの際にもユーザを簡単にサ

ポートできる。 
PROFInet コンポーネントに対する具体

的な診断は、PROFInet 仕様書に記載さ

れいます。SNMP は新たな診断経路を開

くのではなく、通常は PROFInet 専用の

データを処理しないネットワーク管理

システム内における統合を考えるべき

です。 

コンポーネントの自己記述性に

よって標準ツールでアクセスでき、

コンフィグレーション情報が必要

ない。 

コミッショニングやメンテナンス分野

においてウェブ・インテグレーションに

起こりうるシナリオとして、試験とコ

ミッショニング、装置のマスタ・データ

の一覧、装置診断、およびシステムと装

置の文書化、などが考えられます。 
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図 23：ウェブ・インテグレーションが PROFInet コンポーネントへのウェブ・

アクセスを可能にする 

情報は、人が読める形式（たとえばブラ

ウザなどで）と機械が読める形式（たと

えば XML ファイルなど）の両方で提示

できるべきです。PROFInet のウェブ・

インテグレーションでは、いずれも同等

に提供されます。また一部の情報につい

ては標準化された XML スキームが利用

できます。 

技術的な属性 
ウェブ・インテグレーションの核をなす

のがウェブ・サーバです。ウェブ・サー

バは、PROFInet のオブジェクト・モデ

ルとウェブ・インテグレーションの基本

技術をつなぐ中継所となります。 

PROFInet を使う時、ウェブ・サーバの

パフォーマンス・レベルと属性によって

ウェブ・インテグレーションの度合いが

設定できます。言い換えると、「組み込

みウェブ・サーバ」を備えただけの単純

な PROFInet デバイスでさえ、マイクロ

ソフトの「IIS（Internet Information  
Server）や「Apache Web Server」を介

して PROFInet デバイスとともにウェ

ブ・インテグレーションに参加できます。 

PROFInet ウェブ・インテグレーションに

おける最善の規範（ベスト・プラクティ

ス）には、ニーズに応じたセキュリティ

手段をすべてのPROFInetデバイスに実

装する方法を示すシナリオおよび事例

が提案されています。 

PROFInet を用いたオートメーション・シ

ステムは、あらゆる構造形態、とくに

フィールドバスをリンクするためのプロ

キシ利用をサポートします。その仕様に

は、PROFInet コンポーネント、既存の

ウェブ・コンポーネント、および

PROFInet ウェブ・インテグレーションの

エレメント間の関係を記述するモデル

も含まれます。 

たとえば、セキュリティ手段はトランス

ポート・プロトコル（TCP/UDP や

HTTP）にもたせることが可能です。使

用するウェブ・サーバの符号化、認証、

およびアクセス管理もレベル調節が可

能です。必要であれば、アプリケーショ

ン・ゲートウェイなどの遠方用セキュリ

ティ機器をウェブ・サービスに追加する

ことも可能です。 

セキュリティ PROFInet 向けのウェブ・インテグレー

ションは、各デバイスにてオプションで

利用できるように作られています。一部

の機能はオプションであり、機器のパ

フォーマンス・レベルに応じて追加でき

ます。そのため個々のアプリケーション

について最適な、スケーラブルなソ

リューションが実施できます。コンポー

ネントのウェブ・インテグレーションで

は、PROFInet 独自の要素がシームレス

に統合できます。 

PROFInet のウェブ・インテグレーショ

ンの仕様では、PROFInet デバイスへの

アクセスがイントラネットとインター

ネットとで同じになるように考えられ

ています。そのため、装置そのものがイ

ンターネットにつながっていなくても、

ウェブ・インテグレーションのすべての

メリットが享受できます。この種のロー

カル・アクセスでは不正アクセスのリス

クがきわめて小さく、最近の HMI シス

テムと同じ程度です。 

6.3 OPC 

PROFInet コンポーネント・モデルと

OPC は、DCOM と同じ技術基盤をもっ

ています。ですから、システムのさまざ

まなパート間で行われるデータ通信に

てユーザ・フレンドリなオプションが提

供できます。 

統一的なインタフェースとアクセス方

法を採用していますので、技術コンポー

ネントの作成者は技術データをウェブ

に載せることができます。PROFInet の
ウェブ・インテグレーションに規定され

るネーム空間とアドレッシングのコン

セプトを使えば、PROFInet コンポーネ

ント・モデルの要素のアドレッシングが

ウェブ・サーバ上で行えます。これは、

コンポーネントの最新データを使った

ダイナミック・ウェブページの作成もで

きるということです。 

大きな工場施設でのネットワーキング、

またはインターネットを介したネット

ワーキングの場合、PROFInet のウェ

ブ・インテグレーションは段階的なセ

キュリティ・コンセプトを採用します。

アプリケーションに対して上流セキュ

リティ・ゾーンを 1 つ以上持つ最適化さ

れたセキュリティ・コンセプトが推奨さ

れます。つまり、ウェブ・インテグレー

ションのコンセプトに対して構造的な

制限はありません。なぜなら、セキュリ

ティ手段はつねにPROFInetデバイスの

外部にあるためです。これにより

PROFInet デバイスの負担は軽減される

だけでなく、オートメーション・ソ

リューションを考えずに、安全ニーズの

変化に対応できるようセキュリティ・コ

ンセプトを最適な形に修正できるとい

うことです。 

OPC は、オートメーション技術では、ア

プリケーション間のデータ交換に広く用

いられているインタフェースです。OPC
ではマルチベンダ機器が柔軟に選択で

きるほか、プログラミングをしなくても

装置間のデータ交換が行えます。 

「OPC DX」は PROFInet のようなオブ

ジェクト指向ではなく、タグ指向です。

言い換えると、オートメーション・オブ

ジェクトはCOMオブジェクトの代わり

に名前（タグ）となります。 
適用範囲 
ウェブ・インテグレーションは 
PROFInet のオプションです。というの

も、これは PROFInet のオブジェクト・

モデルとは独立した要素として位置づ

けられ、他にはまったく影響を与えない

からです。 
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PROFInet 
PROFInet は、PROFInet システム内、および下位の PROFIBUS システムなら

びに他のフィールドバス・システムとの間で行われる実行時通信およびエンジ

ニアリング分野について規定するオープン・システムです。PROFInet は、高速・

同期のモーション・コントロールに至るまで、オートメーション分野に必要な

リアルタイム機能を実現します。 

OPC DX 
OPC DX は、PROFInet と Ethernet ベースの他の通信システムとの間でオープ

ンなデータ転送を可能にします。そのため、リアルタイム通信はそれほど必要

ではありません。 

OPC DA（データ・アクセス） 
OPC DA（データ・アクセス）は、一連

のアプリケーション・インタフェースを

規定する業界標準です。標準化の内容は、

測定・制御機器のデータに対するアクセ

ス方法、OPC サーバの場所探索、およ

び OPC サーバのネーム空間における簡

単なブラウジングです。 

OPC DX（データ交換） 
OPC DX（データ交換）は通信標準で、

PROFInet と Ethernet/IP など、異なる構

造やタイプの制御系どうしで、タイムク

リティカルでないシステム・レベルの

ユーザ・データを上位レベルで交換する

方法を規定します。ただし OPC DX は、

異なるシステムのフィールド・レベルま

で直接アクセスすることを許容してい

ません。 

OPC DX は OPC DA 仕様の拡張版であ

り、Ethernet ネットワークにおける相互

運用可能なデータ交換およびサーバ間

通信について一連の標準インタフェー

スを規定します。 

OPC DX は、以下の者にとってきわめて

有効です。 

• 

• 

• 

• OPC DX と PROFInet 各 OPC サーバは、標準アダプタを

介して PROFInet ノードとして動作

することができます。これを実現す

るには、PC の OPC サーバのベース

上に PROFInet デバイスを実装する、

OPC オブジェクタイザというソフ

トウェア・コンポーネントを用いま

す。このソフトウェア・コンポーネ

ントは 1 度実装すればよく、またす

べての OPC サーバに対して使用で

きます。 

OPC DX の開発目的は、さまざまな技術

の完全性を損なわずに、異なるフィール

ドバス・システム間および Ethernet ベー

スの通信プロトコル間で少なくとも最

低限の相互運用性を確保することでし

た。 

他のシステムとの通信を可能にするた

め、PROFInet も OPC DX をその中に統

合しています。統合は以下のようにして

達成されます。 
PROFInet の機能と性能は、OPC よりも

遙かにすぐれています。また PROFInet
は、オートメーション・ソリューション

に対して必要なリアルタイム機能を提

供します。一方、OPC は高度の相互運

用性を発揮します。 

各 PROFInet ノードは OPC サーバ

としてアクセスすることができま

す。なぜなら、PROFInet ランタイ

ムという形で OPC の基本的な機能

がすでに存在するためです。 

ユーザとシステム・インテグレータ：

メーカに依存しない機器、制御系、

およびソフトウェアを統合し、マルチ

ベンダ・システムの共有データにアク

セスしたいと考えている人たち。 
 

メーカ：相互運用性とデータ交換に

関するオープンな業界標準をもと

に製品を提供したいと考えている

人たち。 

図 24：OPC DA および OPC DX とのシステム間にわたるデータ交換 
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図 25：PROFIBUS などのフィールドバス・システムは、プロキシ経由または

フィールドバス・アプリケーションとしてオートメーション機器に統合できる 

7. フィールドバス・システム

の統合 

PROFInet は、PROFIBUS などの既存の

フィールドバス・システムをその中に取

り込むことができます。言い換えると、

フィールドバスや Ethernet ベースのサ

ブシステムがランダムに混在するシス

テムを組み上げることが可能です。その

結果、フィールドバスを使ったシステム

からPROFInetシステムへと技術を連続

的に移行することができます。 

7.1 移行の方法 

既存の PROFIBUS システムが多数存在

する場合、設備を生かし、投資を有効利

用する観点から、こうしたシステムを

PROFInet に簡単に統合（移行）できる

ことが不可欠です。それによって以下に

示すメリットが実現します。 

プロキシは、Ethernet において（たとえ

ば PROFIBUS の）一つ以上のフィール

ドバス・デバイスの代理として機能しま

す。この代理機能によって、ネットワー

ク間で透過的な（プロトコルのトンネリ

ングのない）通信が実現します。たとえ

ば周期データはフィールドバス・デバイ

スに対して透過的に（そのままで）転送

されます。 

PROFInet IO の枠組みのなかで、 
PROFIBUS 上の DP スレーブは IO デバ

イスとして扱われます。インテリジェン

ト DP スレーブは、コンポーネント図に

おいてPROFInetの自律コンポーネント

として使用されます。PROFInet コネク

ション・エディタでは、そのようなコン

ポーネントは Ethernet に直接接続され

たコンポーネントと区別されません。プ

ロキシを使えば、異なるバス・システム

上にある機器どうしでトランスペアレ

ントな通信が実現します。 

• 

• 

• 

• 

• 

ユーザおよび所有者は、既存設備を

新しい PROFInet システムに簡単に

統合したい。 

プラントやマシンのメーカは、

フィールド試験を終え、必要文書の

作成を済ませた機器類が、何ら修正

を行うことなく PROFInet のオート

メーション・プロジェクトで使用可

能であってほしい。 

 プロキシ 

PROFIBUS DP 

インテリジェント 
DPスレーブ 

インテリジェント 
DPスレーブ 

 

図 26：個々のフィールドバス・デバ

イスをプロキシを使って統合する

場合の原理 

7.3 フィールドバス・アプリケー

ションの統合 
装置メーカは、改良のコストをかけ

ずにフィールド・デバイスを

PROFInet システムに組み込みたい。 
コンポーネント・モデルの枠組みを使っ

て、フィールドバス・アプリケーション

全体を 1つのPROFInetコンポーネント

として対応づけることができます。ご注

意いただきたいのは、すでに稼働してい

るプラントを PROFInet で拡張する時、

プラント部にどのフィールドバス・アプ

リケーションを用いてもかまわないこ

とになることです。 

PROFInet は以下の 2 つの方法を用いて

フィールドバス・システムを接続します。 

フィールドバス・デバイスをプロキ

シ経由で統合 

フィールドバス・アプリケーション

を統合 

PROFIBUS DP の場合、片側にあるプロ

キシが PROFIBUS マスタであり、

PROFIBUS ノード間のデータ交換を管

理します。反対側には、PROFInet の通

信機能を備えた Ethernet 機器がありま

す。プロキシは実際には、PLC、PC に

よるコントローラ、または単純なゲート

ウェイなどとして実装することができ

ます。 

7.2 プロキシによる統合 
 

コントローラ 

フィールドバス 

分散型 I/O 
DP スレーブ 

 

図 27：フィールドバス・アプリケー

ションの統合における原理 

PROFInet のプロキシ方式は、既存の

フィールドバス・システムが簡単に統合

できるうえ、高い透過性をもちます。 

16 PROFInet Technology and Application, November 2003 



7.5 モジュール式装置の例 現行のプラントをPROFInetと通信でき

るようにするには、PROFInet コンポー

ネントとなるフィールドバス・マスタが

PROFInet に対応していることが必要で

す。つまり、そのコンポーネントのなか

では既存フィールドバスの方式 
（PROFIBUS DP など）が使用された上、

コンポーネントの外部接続で PROFInet
の方式が使用されることを意味します。 

通信手順の独立性とプロキシの使用に

より、既存の PROFIBUS システムは

まったくそのままの状態で残すことが

できます。ただ、新しい装置構成のエン

ジニアリングに際し、コンポーネント間

でどのデータを通信するかを設定する

ことが必要です。PROFIBUS システム

側のコントローラから見ると、Ethernet
モジュール（ハードウェアとソフトウェ

ア）とプロキシ機能（ソフトウェア）を

拡張するだけでいいわけです。 

図 28 に示すのは、食品業界で使用され

るモジュール式装置の例です。ボトル詰

め装置は 4 つのモジュールで構成され

ます。アプリケーション全体において必

須の全工程、すなわち洗浄、注入、密栓、

および包装がこの 4 つのモジュールで

処理されます。この例は、PROFIBUS
とPROFInetがシステム内で独立して共

存する様子を示しています。その一方で、

既存の装置部分が単純に統合できる点

も強調されています。 

この移行オプションを使えば、既存のシ

ステムおよび配線におけるユーザ（プラ

ント操業者・所有者またはプラント製造

者の場合もあります）の投資が無駄にな

りません。またユーザ・プログラムにす

でに組み込まれた専門知識も守られま

す。PROFInet は新規システム部分への

スムーズな移行を可能にしているわけ

です。 

プロキシ機能を使えば、PROFInet 独自

の部分は制御系において技術モジュー

ルとしてカプセル化されたままとなり

ます。PROFIBUS の上流部分のすべて

の動作は、以前と同じように実行されま

す。 

この例では、PROFIBUS システム（洗

浄と注入）が継続して使用される一方、

密栓と包装のユニットが PROFInet を

使ってリニューアルおよび拡張されて

います。 

 エンジニアリング 表示 

PROFInet 通信 
Ethernet 

包装 密栓 PROFIBUS DP 

プロキシ 

注入 洗浄 

 

図 28：PFORIBUS DP はプロキシ技術を用いて PROFInet に統合できる 

7.4 PROFInet および他のフィー

ルドバス・システム 

上述の統合方法を用いれば、PROFInet
は PROFIBUS だけでなく、Foundation 
Fieldbus、DeviceNet、Interbus、CC-Link
といった他のフィールドバス・システム

とも統合できます。これを行うには、各

バスのデータ転送オプションに対して

そのバスに合ったイメージのコンポー

ネント・インタフェースを定義し、それ

をプロキシに保存します。そうすること

で、任意のフィールドバスを一気に

PROFInet に接続できます。 
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PROFInet ソフトウェア 仕様書 

コンピーテンス・センター

のサポート 
品質保証と認定 

図 29：国際プロフィバス協会のサービス範囲 

8. PIが提供するサービス 

PROFInet 技術を市場に確立するため、

国際プロフィバス協会（PI）による最適

なサポートが重要となります。そのため

に強力なサービス・パッケージが用意さ

れています。 

8.1 技術発展 

PROFInet IO 
PROFInet IO の仕様書はすでに発行さ

れています。この仕様書では、装置モデ

ルおよびフィールド・デバイスの挙動を

プロトコルと通信処理の形（いわゆるス

テートマシン）で詳細に説明しています。

この種の説明が有効であることは、

PROFIBUS DP のケースですでに立証

されています。PROFInet IO の仕様書が

詳細に記載されており、スタック・サプ

ライアにおいて標準スタックのソフト

ウェア作成が可能となります。 

PROFInet ランタイムのソフトウェアは、

ランタイム・オブジェクト・モデルにお

いて既存のアプリケーション・ソフト

ウェアが簡単に統合できるように構成

されています。 

仕様書と実施過程に関する QM 
PROFInet の仕様書とソフトウェアは、

「PROFInet コア・チーム」という複数社

からなるワーキンググループで開発さ

れています。最初のニーズ把握から

PROFInet ランタイム・ソフトウェアの

リリースに至るまで、開発工程全体が品

質管理システム（QM）の対象となりま

す。 

この技術は企業によっては異なる実装

方式で提供されます。たとえばシーメン

ス社は開発パッケージの形で提供しま

す。 

Win32、Linux、および VxWorks 向けの

サンプル・ポーティングはすでに提供さ

れています。 

PROFInet ランタイムのソフトウェアは

モジュール設計であり、それぞれシステ

ム環境に適応した複数のレイヤで構成

されます。適応の内容は、その環境のさ

まざまな機能部分につながるポーティ

ング・インタフェース、OS（Win32 な

ど）、および装置アプリケーション（PLC
など）によって制約されます。ポーティ

ング作業に役立つよう、ポーティング・

マニュアルを用意しています。装置開発

者は、このマニュアルを見ればポーティ

ングに必要なさまざまな作業がよりよ

く理解できるはずです。 

コンポーネント・モデル 
PROFInet IO と同様、PROFInet のコン

ポーネント技術には詳細な仕様書があ

ります。仕様書には、通信、装置モデル、

エンジニアリング、ネットワーク・マネ

ジメント、ウェブ・インテグレーション、

フィールドバス接続などが記載されて

います。 

品質対策は「品質マニュアル」に規定さ

れています。この品質マニュアルは、複

数社開発チームの境界条件に適合して

います。それにより、ソースコードはそ

のときに有効な品質管理ルールに従う

ことになります。 

品質マニュアルには使用するプロセ

ス・モデルの説明が記載されるほか、品

質対策において使用される用語、方法、

ツールなどが定義されます。また品質過

程全般において与えられる責任範囲も

規定されます。この点で重要なのは、障

害管理です。それには、障害の明確な分

類と追跡可能な障害情報システムが含

まれます。 

国際プロフィバス協会では、仕様書のほ

かに、コンポーネント方式に合った

PROFInet ソフトウェアをソースコード

の形で提供します。 

PROFInet ソフトウェアはすべてのラン

タイム通信を扱います。仕様書と OS 非

依存のソフトウェア（ソースコード）と

いう組み合わせにより、きわめて幅広い

機器運用システム環境が簡単かつ低コ

ストで統合できます。 

8.2 品質対策 

PROFInet の開発に際し、高いレベルの

品質を保証する対策を各段階で行うこ

とで、全ライフサイクル──PROFInet
の仕様書からシステム・エンジニアリン

グの段階まで──をサポートすること

を、国際プロフィバス協会は当初から実

行してきました。 

 

 

18 PROFInet Technology and Application, November 2003 



図 30：PROFInet コンポーネント・エディタ 

 

図 31：PROFInet テストツール 

試験と認定 8.3 テクニカルサポート ツール 
すべてのPROFInetデバイスの正しいイ

ンタラクションおよび高い製品品質を

保証するため、PROFIBUS 製品に関す

る実証済みシステムと同じ方針の認定

システムが当初から確立されました。こ

の過程の中核をなすのが、国際プロフィ

バス協会が認定した試験所によって行

われる認定試験です。この試験所にて認

定試験を実施することにより、製品が確

実に仕様に準拠し、不良をなくすことが

できます。 

Ethernet 機器のコンポーネント記述を

XML ファイルで作成するツールが装置

メーカには必要です。そのため国際プロ

フィバス協会では、PROFIBUS DP 用の

GSD エディタに似た 
「PROFInet コンポーネント・エディタ」

を用意しています。これは同協会のウェ

ブサイト「www.profibus.com」でダウン

ロードできます。 

PROFInet が成功を収めるには、十分な

数量のPROFInet製品が各社から短期間

で発売されることが重要です。 

コンピーテンス・センター 
製品開発工程をサポートするために

PROFInet コンピーテンス・センターが

設立されました。これにより、異なる

OS へのポーティングおよび製品ごとに

異なる境界条件への適応が最適に実施

されます。関連するすべての会社の開発

部門がそのサポートを受けるだけでさ

らなる製品開発に専門的に取り組める

よう、コンピーテンス・センターではノ

ウハウの蓄積に協力しています。 

新規開発製品に対して認定の準備を行

うため、国際プロフィバス協会では

「PROFInet テストツール」を提供してい

ます。これも同協会のウェブサイトでダ

ウンロードできます。装置メーカは

PROFInet テストツールを使用すること

で認定前の机上試験が行えます。 

障害情報簿 
国際プロフィバス協会では障害情報簿

を作り、エンドユーザや装置メーカから

の障害情報や要望を実行時ソフトウェ

ア間にて体系的に処理しています。その

ために、すべての障害とそのステータス

を記録する障害データベースが用意さ

れています。データベースの項目は、品

質過程のルールに従って選定されてい

ます。 

PROFInet コンピーテンス・センターで

は、このほか、テレフォン・ホットライ

ンやターゲット・グループ型ワーク

ショップの運営といったサービスも

行っています。 
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9. 用語集 

COM/DCOM Component Object 
Model/Distributed Component 
Object Model 

COM は基本的なオブジェクト・モデルです。COM では、オブジェ

クトの機能が他のコンポーネントでも使用できます。DCOM は

COM の拡張版であり、ネットワークを介した通信に対応します。

CSMA/CD キャリア検知多重アクセス／衝

突検出 
複数ユーザによって行われるバス・アクセスを制御する手順。 

DCP Discovery and Basic 
Configuration 

メーカに依存する設定／プログラミング・ツールを使って、ある

いは全プラント・エンジニアリング（たとえば PROFInet コネク

ション・エディタなど）の手段によって、IP パラメータの割り

当てを定義します。 

DHCP Dynamic Host Configuration 
Protocol 

IP アドレスを所定の領域からダイナミックに発行し管理するた

めのデファクト・スタンダード。 

ERP Enterprise Resource Planning  

Ethernet 米ゼロックス社の商標 
（1975 年に導入） 

Ethernet は標準化されており、ネットワークの物理層とデータリ

ンク層に対応します。 

FTP File Transfer Protocol ファイル転送のためのプロトコルです。TCP/IP を使用します。

GSD General Station Description GSD（General Station Description）は、IO デバイスの属性に関

する XML ベースの記述を含みます。例：通信パラメータ、モ

ジュールの個数、タイプ、設定データ、パラメータ、診断情報。

HMI Human Machine Interface 制御監視におけるシステムの表示面。 

HTML Hypertext Markup Language 文書記述言語。 

HTTP Hypertext Transfer Protocol インターネットで使用されるアプリケーション・プロトコル。 

IO コントローラ  PROFInet IO のコントローラ。オートメーション・プログラムが

動作します。 

IO スーパバイザ  PROFInet IO においてコミッショニングと診断機能を備えたプ

ログラミング装置／PC。 

IO デバイス  リモートから割り付けられるフィールド・デバイス。IO コント

ローラに対して割り付けられます。 

IP Internet Protocol データ・メッセージを転送するためのコネクションレス型プロト

コル。安全なデータ転送を行うため、TCP とセットで使用され

ることが多い。 

IRT Isochronous Real Time モーション・コントロール（同期アプリケーション）のように要

求度がとくに高い用途を対象とした IRT チャネル。ハードウェア

で実現されるため、1 ms 以下のクロックレートが 1μs のジッタ

精度で実現します。 

MES Manufacturing Execution System 製造実行システム 

OLE Object Linking and Embedding さまざまなアプリケーションによって生成されたオブジェクト

を含む文書を生成・編集する仕組み。 

OPC OLE for Process Control 1996 年に導入。オートメーション技術において Windows ベース

のアプリケーション間でデータをやりとりするための広く認知

されているインタフェース。 

OPC DA OPC Data Access 測定・制御機器のデータに対するアクセス方法、OPC サーバの

場所探索、および OPC サーバのネーム空間における（クライア

ント‐サーバ通信を使った）簡単なブラウジングについて規定す

る業界標準です。 

OPC DX OPC Data Exchange タイムクリティカルでないユーザ・データを、マルチベンダの

オートメーション・システム間でサーバ・ツー・サーバ通信を使っ

て Ethernet ベースで交換するためのスタンダード。 
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PCD PROFInet Component 
Description 

PROFInetコンポーネントの機能とオブジェクトに関する情報が

入った XML 形式のファイル。 

PROFInet 
コンポーネント・エディタ 

 XML 形式の PCD（PROFInet Component Description）ファイル

を作成するためのスタンドアロン・ツール。www.profibus.com
のウェブサイトからダウンロードできます。 

RPC Remote Procedure Call リモート機器においてプログラムを呼び出すための定義済み呼

び出しインタフェース。 

SNMP Simple Network Management 
Protocol 

ネットワーク機器の保守と監視を行うための TCP/IPベースの通

信プロトコル。 

SRT Soft Real Time FA（ファクトリ・オートメーション）の分野で使用されるタイムク

リティカルなプロセスデータ向けのリアルタイム・チャネル。利用

可能なコントローラのソフトウェアとして実行されます。 

TCP Transmission Control Protocol ローカル・ネットワーク間でデータを転送するための通信プロト

コル。TCP はコネクション型であり、インターネットの通信に

使用されます。TCP は通常、 IP とセットで使用されます

（TCP/IP）。 

UDP User Datagram Protocol ブロードキャスト属性をもつトランスポート層プロトコル。タイ

ムクリティカルな I/O データの転送に適しています。 

XML Extensible Markup Language 構造化データ記述の定義。 

オブジェクト  時間変化する状態をもつデータ・キャリアであり、入力メッセー

ジに対する応答が決まっているもの。 

クライアント／サーバ コネクション確立の原理 コネクションを確立する側のネットワーク・ユーザをクライアン

トといいます。コネクションを確立される側のユーザをサーバと

いいます。 

ゲートウェイ  2 つ以上のネットワークを相互に接続します。物理層の仕様が異

なってもかまいません。ハードウェアとソフトウェアの両方で必

要な変換を行います。 

コネクション・エディタ  ベンダに依存しないエンジニアリング・ツールであり、全プラン

ト規模のアプリケーションについてコンフィグレーションを行

います。システム全体に分散する個々のアプリケーションを 1
つにまとめます。 

コンポーネント・ 
ジェネレータ 

 ベンダに依存するコンフィグレーション・ツールの機能拡張版であ

り、XML ベースの PCD（PROFInet Component Description）の

作成に使用されます。 

スイッチ技術  Ethernet ネットワークを複数のサブネットに分割する技術。衝突

の防止と帯域の有効利用に寄与します。 

プロキシ  オブジェクト・モデルにおいてオブジェクトの代理として機能す

るもの。フィールド・デバイスまたはフィールド・デバイス群が

PROFInet としてみなせるようになります。Ethernet では、プロ

キシは 1 台以上の PROFIBUS デバイスの代理となります。 

ランタイム（実時間）  「稼働中」のシステム状態を表す言い方。その逆のシステム状態

は「エンジニアリング段階」。 

 

 

その他の詳細、ならびに PROFIBUS および PROFInet のガイドライン、プロファイル、さらには 
PROFInet ランタイム・ソフトウェアについては、www.profibus.com にアクセスしてください。 
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